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中
央
大
学
共
同
研
究
「
未
来
志
向
の

日
中
関
係
学
」（
代
表
：
姫
田
光
義
経
済

学
部
教
授
）
は
、
３
年
前
に
設
立
さ
れ
た

中
央
大
学
日
中
関
係
発
展
研
究
セ
ン
タ
ー

（
代
表
：
姫
田
光
義
教
授
）
の
協
力
を
得

て
、
日
本
と
中
国
・
韓
国
の
間
で
対
立
し

て
い
る
い
く
つ
か
の
問
題
に
つ
い
て
、
問

題
解
決
の
た
め
の
一
つ
の
素
材
と
す
る
た

め
、
２
０
０
６
年
11
月
、
日
中
関
係
・
日

韓
関
係
に
つ
い
て
の
意
識
分
布
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
な
っ
た
。

　

調
査
は
、
①
日
本
全
国
の
中
国
研
究
者

②
中
央
大
学
専
任
教
員
③
中
央
大
学
学
部

学
生
、
を
対
象
に
行
っ
た
が
、
こ
こ
で
は

③
の
日
本
国
籍
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の

概
要
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

　

多
摩
校
舎
（
法
学
部
・
経
済
学
部
・
商

学
部
・
文
学
部
・
総
合
政
策
学
部
）
で
は
、

２
０
０
６
年
11
月
８
日
の
３
限
の
授
業
で
、

理
工
学
部
で
は
同
11
月
13
日
の
３
限
の
授

業
で
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
、
同
一
学
生
が
重
複
回
答
す
る
こ
と

を
防
止
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
当
日
、
実
施
時
間
前
に
各

学
部
教
員
室
に
来
ら
れ
な
か
っ
た
先
生
方

お
よ
び
休
講
さ
れ
た
先
生
方
の
授
業
を
除

き
、
多
数
の
授
業
に
お
い
て
出
席
学
生
に

対
し
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
授
業
担
当
教
員
の
ご
協
力
が
得
ら

れ
た
授
業
の
出
席
者
数
の
う
ち
ア
ン
ケ
ー

ト
有
効
回
答
者
数
は
３
６
０
９
名
（
日
本

国
籍
者
３
５
０
５
名
、
日
本
以
外
国
籍
者

１
０
４
名
。無
効
回
答
を
除
く
）で
あ
っ
た
。

　

日
本
と
中
国
、
韓
国
の
関
係
は
、
２
０

０
６
年
７
月
に
昭
和
天
皇
に
よ
る
靖
国
神

社
へ
の
Ａ
級
戦
犯
合
祀
批
判
の
報
道
が
あ

り
、
ま
た
同
年
９
月
の
安
倍
晋
三
内
閣
成

立
後
に
、
２
０
０
１
年
以
後
久
し
く
途
絶

え
て
い
た
日
中
首
脳
会
談
が
実
現
、
あ
わ

せ
て
日
韓
首
脳
会
談
が
ほ
ぼ
１
年
ぶ
り
に

行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
日
本
と
両

国
間
の
対
立
関
係
が
和
ら
い
だ
か
の
よ
う

な
雰
囲
気
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

あ
る
程
度
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
反
映
さ
れ

て
い
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
た
だ

し
、
日
中
首
脳
会
談
、
日
韓
首
脳
会
談
が

実
現
し
た
こ
と
は
問
題
解
決
を
意
味
す
る

も
の
で
は
な
く
、
歴
史
問
題
、
領
土
、
領

海
、
資
源
な
ど
を
め
ぐ
る
対
立
は
本
質
的

に
は
解
消
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
意
義
は
本
質
的
に
は

変
わ
っ
て
い
な
い
と
み
ら
れ
る
。

◆
６
学
部
日
本
国
籍
回
答
者

　

総
集
計
結
果

Ａ
．「
日
本
の
首
相
な
ど
の
靖
国
神
社
参

拝
に
つ
い
て
」
ど
う
思
い
ま
す
か
。

　

「
参
拝
」
賛
成
が
15
・
５
％
、「
参
拝
」

反
対
が
13
・
５
％
、
つ
ま
り
「
原
理
」
的

な
立
場
上
の
賛
否
の
合
計
は
わ
ず
か
29
％

で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、「
内
政
干
渉
」

を
意
識
し
つ
つ
も
「
近
隣
関
係
」
と
秤
に

か
け
て
「
参
拝
は
や
め
る
べ
き
」
と
し
た

者
が
31
・
７
％
と
も
っ
と
も
多
く
、
も
と

も
と
「
参
拝
」
は
よ
く
な
い
と
思
っ
て
い

る
が
、「
中
国
・
韓
国
に
言
わ
れ
て
や
め

中
央
大
学
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果

経
済
学
部
教
授
　
斎
藤
道
彦
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る
べ
き
で
は
な
い
」
と
し
た
者
は
16
％
と
、

「
原
理
」的「
参
拝
」賛
成
派
を
上
回
っ
た
。

　

「
内
政
干
渉
」
を
意
識
し
た
回
答
は
計

47
・
７
％
と
全
体
の
半
数
に
近
か
っ
た
。

つ
ま
り
、
そ
も
そ
も
「
靖
国
」
に
参
拝
す

べ
き
か
否
か
へ
の
関
心
は
相
対
的
に
低
く
、

「
内
政
干
渉
」
に
ど
う
対
処
す
る
か
の
方

が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
「
内
政

干
渉
」
を
比
較
的
弱
く
受
け
と
め
た
部
分

が
「
参
拝
」
に
反
対
し
、「
原
理
」
的
反

対
派
と
合
わ
せ
て
47
・
２
％
と
い
う
多
数

派
を
形
成
し
、
本
来
は
「
原
理
」
的
「
参

拝
」
反
対
派
な
の
に
「
内
政
干
渉
」
を
比

較
的
強
く
受
け
と
め
た
部
分
が
「
参
拝
」

賛
成
に
回
り
、
こ
の
部
分
は
「
原
理
」
的

賛
成
派
を
上
回
っ
て
い
る
と
い
う「
参
拝
」

賛
成
・
反
対
の
構
造
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

な
お
、
こ
の
分
布
に
は
安
倍
内
閣
成
立

後
の
「
参
拝
曖
昧
化
戦
略
」
と
首
脳
会
談

の
実
現
と
い
う
状
況
が
一
定
程
度
反
映
さ

れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

Ｂ
．「
中
国
・
韓
国
か
ら
批
判
さ
れ
て
い

る
『
歴
史
教
科
書
』
問
題
に
つ
い
て
」

　

「
中
国
・
韓
国
の
主
張
に
は
、
道
理
が

あ
る
」
が
31
％
と
相
対
多
数
を
占
め
た
が
、

「
中
国
・
韓
国
か
ら
の
批
判
に
は
腹
が
立

つ
」
が
28
％
、「
わ
か
ら
な
い
」
が
24
・
８
％

と
分
散
し
た
。

Ｃ
．「
日
本
の
対
中
国
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
政
府
開

発
援
助
）
に
つ
い
て
」

　

「
継
続
す
べ
き
」
が
19
・
７
％
で
、
理

由
は
「
中
国
は
ま
だ
遅
れ
て
い
る
」、「
仲

良
く
す
る
た
め
に
」
な
ど
だ
っ
た
。「
中

止
す
べ
き
」
は
33
％
で
、
理
由
は
「
中
国

は
も
う
十
分
発
展
し
た
か
ら
必
要
な
い
」、

「
中
国
は
他
国
を
援
助
し
て
い
る
」、「
中

国
よ
り
も
っ
と
援
助
を
必
要
と
し
て
い
る

国
が
あ
る
」、「
反
日
的
だ
か
ら
」
な
ど
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
最
多
は
「
わ
か
ら
な

い
」
41
・
３
％
で
、
４
割
強
の
人
た
ち
が

「
継
続
」
論
、「
中
止
」
論
の
双
方
に
そ

れ
ぞ
れ
に
説
得
力
を
感
じ
、
態
度
を
決
め

ら
れ
な
い
で
い
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。「
そ

の
他
」
は
５
・
２
％
で
、「
必
要
な
項
目

に
し
ぼ
る
」、「
縮
小
し
て
ゆ
く
」
な
ど
の

意
見
が
見
ら
れ
た
。

Ｄ
．「
中
国
の
原
子
力
潜
水
艦
の
日
本
領

海
侵
犯
に
つ
い
て
」

　

「
中
国
の
対
応
は
横
柄
で
、
納
得
で
き

な
い
」
が
58
・
５
％
で
６
割
近
く
を
占
め
、

反
発
が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
ま
だ
７
、
８
割
に
ま
で
は
達
し

て
い
な
い
。「
す
で
に
適
切
に
処
理
さ
れ

て
お
り
、
問
題
は
な
い
」
は
６
・
６
％
に

止
ま
っ
た
。

Ｅ
．「
東
シ
ナ
海
の
ガ
ス
田
開
発
に
つ
い

て
」

「
中
国
は
横
暴
」
が
49
％
と
半
数
近
く
を

占
め
、「
中
国
に
よ
る
開
発
は
正
当
」
は

は
３
・
９
％
に
止
ま
っ
た
が
、「
わ
か
ら

な
い
」
が
39
・
８
％
と
４
割
近
く
を
占
め

て
い
る
。

Ｆ
．「
尖
閣
諸
島
の
領
有
権
に
つ
い
て
」

　

「
日
本
の
領
土
」
が
29
・
５
％
で
、「
中

国
の
領
土
」
は
１
・
７
％
に
止
ま
っ
た
。

「
日
中
共
同
開
発
で
問
題
を
解
決
」
が

43
％
と
最
多
を
占
め
た
の
は
平
和
主
義
的

志
向
を
示
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

「
日
本
の
領
土
」
が
３
割
弱
で
あ
る
の
は

比
率
が
か
な
り
低
く
、「
わ
か
ら
な
い
」

が
21
・
２
％
に
達
し
て
い
る
の
は
か
な
り

高
い
と
見
ら
れ
る
。

Ｇ
．「
中
国
は
沖
の
鳥
島
は
「
島
」
で
は

な
い
と
主
張
し
、
そ
れ
に
付
属
す
る
日
本

の
排
他
的
経
済
水
域
を
認
め
な
い
と
言
っ

て
い
る
が
、
ど
う
思
い
ま
す
か
」

　

「
中
国
の
主
張
は
不
当
」
が
56
・
７
％

と
過
半
数
を
占
め
て
い
る
が
、
や
は
り

７
、８
割
に
ま
で
は
達
し
て
い
な
い
。「
中

国
の
主
張
は
正
し
い
」
は
９
・
９
％
に
止

ま
っ
た
が
、「
わ
か
ら
な
い
」
が
25
・
２
％
、

４
人
に
１
人
と
比
率
が
か
な
り
高
い
。

Ｈ
．「
台
湾
は
中
国
の
も
の
だ
と
中
国
は

主
張
し
て
い
る
が
、
ど
う
思
い
ま
す
か
」

　

「
台
湾
は
中
国
の
固
有
の
領
土
」
と
い

う
中
国
政
府
の
主
張
、「
中
国
政
府
の
主

張
を
理
解
す
る
」
と
い
う
日
本
政
府
の
外

交
政
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
台
湾
は
中

国
の
も
の
」は
６
・
４
％
に
止
ま
っ
た
。「
台

湾
は
独
立
す
る
権
利
が
あ
る
」
は
３
５
０

５
人
中
２
５
９
５
人
、
74
％
を
占
め
た
。

　

こ
の
回
答
は
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
す

べ
て
の
選
択
肢
の
な
か
で
最
高
の
数
値
で

あ
り
、
４
人
に
３
人
が
「
独
立
」
に
賛
成

し
て
お
り
、
日
本
政
府
の
外
交
政
策
が
学

生
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
国
民
多
数
の
意
識
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か
ら
ま
っ
た
く
乖
離
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。「
そ
の
他
」
は
15
％
で
、

「
台
湾
の
こ
と
は
台
湾
人
が
決
定
す
べ
き
」、

「
台
湾
の
実
情
は
す
で
に
独
立
し
て
い
る
」、

「
現
状
凍
結
」
な
ど
が
あ
り
、
中
国
に
よ

る
台
湾
吸
収
を
否
定
す
る
者
が
多
か
っ
た
。

Ｉ
．「
中
国
で
２
０
０
４
年
８
月
（
サ
ッ

カ
ー
・
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
）、
２
０
０
５
年

４
月
な
ど
に
起
き
た
反
日
運
動
に
つ
い

て
」

　

「
腹
が
立
っ
た
」
が
53
・
３
％
と
過
半

数
を
占
め
、
大
き
な
反
発
が
あ
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
が
、
７
、
８
割
に
ま
で
は

達
し
て
い
な
い
。「
反
日
運
動
を
し
た
中

国
人
の
気
持
ち
は
理
解
で
き
る
」
は
14
・

２
％
だ
っ
た
が
、
こ
の
選
択
肢
を
選
ん
だ

人
の
な
か
に
も
、「
理
解
で
き
る
が
、
賛

成
と
い
う
意
味
で
は
な
い
」
と
い
う
書
き

こ
み
も
あ
っ
た
。
ま
た
、「
そ
の
他
」
も

16
・
１
％
だ
っ
た
が
、「
腹
は
立
た
な
い
が
、

あ
き
れ
た
」、「
中
国
に
失
望
し
た
」
な
ど

の
書
き
こ
み
が
見
ら
れ
た
。

Ｊ
．「
従
軍
慰
安
婦
、
強
制
連
行
、
毒
ガ

ス
被
害
、
都
市
爆
撃
な
ど
を
め
ぐ
る
補
償

要
求
裁
判
に
つ
い
て
」

　

「
補
償
す
べ
き
」
が
40
・
１
％
と
４
割

を
占
め
た
。
一
方
、「
補
償
に
反
対
」
は

24
・
６
％
と
４
人
に
１
人
で
あ
り
、「
わ

か
ら
な
い
」
も
24
・
５
％
と
４
人
に
１
人

を
占
め
て
い
る
。「
そ
の
他
」
は
約
１
割
、

９
・
９
％
で
、「
補
償
す
べ
き
も
の
は
補

償
し
、
補
償
す
べ
き
で
な
い
も
の
は
補
償

し
な
い
」
な
ど
、
事
実
確
認
を
重
視
す
る

意
見
が
見
ら
れ
た
。

Ｋ
．「
竹
島
の
領
有
権
に
つ
い
て
」

　

「
国
際
裁
判
で
決
着
」
が
53
・
５
％
と

過
半
数
を
占
め
た
。
こ
れ
も
平
和
主
義
的

志
向
を
示
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
日

本
政
府
は
す
で
に
「
国
際
裁
判
」
を
提
案

し
て
い
る
が
、
韓
国
政
府
が
反
対
し
て
い

る
の
で
、
こ
の
方
法
は
実
現
し
て
い
な
い

こ
と
を
認
識
し
て
い
な
い
も
の
と
見
ら
れ

る
。「
日
本
の
領
土
」
は
26
・
９
％
と
４

人
に
１
人
強
に
止
ま
っ
た
の
は
か
な
り
比

率
が
低
く
、
関
心
の
低
さ
を
示
し
て
い
る

と
見
ら
れ
る
。「
韓
国
の
領
土
」は
３
・
５
％

に
止
ま
っ
た
。

 

◆
６
学
部
学
生
の
性
別
合
計
回
答
の

　

 

男
女
比
較

　

６
学
部
学
生
の
性
別
合
計
回
答
結
果

（
男
子
学
生
２
３
３
３
名
、
女
子
学
生
１

１
６
６
名
）
で
は
、
男
女
間
に
分
布
の
差

が
認
め
ら
れ
、
大
き
い
も
の
で
は
20
ポ
イ

ン
ト
以
上
の
差
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
以
下
に
違
い
の
大
き
い
項
目
を

対
比
し
て
み
る
。

Ａ
．「
靖
国
神
社
参
拝
」

　

「
参
拝
」
賛
成
は
男
子
18
・
３
％
、
女

子
９
・
８
％
で
、女
子
は
男
子
の
半
分
だ
っ

た
。「
中
国
・
韓
国
に
よ
る
参
拝
批
判
は

内
政
干
渉
だ
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
近
隣

関
係
を
重
視
し
、
参
拝
は
や
め
る
べ
き
」

は
男
子
29
・
７
％
、
女
子
35
・
５
％
で
、

女
子
が
５
・
８
ポ
イ
ン
ト
高
い
。
ま
た
、

「
わ
か
ら
な
い
」
は
男
子
９
・
３
％
、
女

子
14
・
２
％
で
、
や
は
り
女
子
が
５
・
１

ポ
イ
ン
ト
高
い
。

Ｂ
．「
歴
史
教
科
書
」
問
題

　

「
中
国
・
韓
国
の
主
張
に
は
道
理
が
あ

る
」
は
、
男
子
29
％
に
対
し
、
女
子
34
・

７
％
と
、
女
子
が
５
・
７
ポ
イ
ン
ト
高
い
。

逆
に
「
中
国
・
韓
国
か
ら
の
批
判
に
は
腹

が
立
つ
」
は
男
子
31
・
１
％
、
女
子
21
・

８
％
で
、
男
子
が
９
・
３
ポ
イ
ン
ト
も
高

い
。「
わ
か
ら
な
い
」
は
男
子
22
・
７
％
、

女
子
29
・
１
％
で
、
女
子
が
６
・
４
ポ
イ

ン
ト
高
い
。

Ｃ
．「
対
中
国
Ｏ
Ｄ
Ａ（
政
府
開
発
援
助
）」

　

「
中
止
」
は
男
子
37
％
、
女
子
25
％
と
、

男
子
が
12
ポ
イ
ン
ト
高
い
。「
わ
か
ら
な

い
」
は
男
子
36
・
９
％
、
女
子
49
・
９
％

で
、
女
子
が
13
ポ
イ
ン
ト
高
く
、
女
子
の

半
分
が
態
度
を
決
め
ら
れ
な
い
で
い
る
。

Ｄ
．「
中
国
原
子
力
潜
水
艦
の
日
本
領
海

侵
犯
」

「
中
国
の
対
応
は
横
柄
」は
男
子
63
・
３
％
、

女
子
49
％
で
、
男
子
が
14
・
３
ポ
イ
ン
ト

も
高
い
。
逆
に
「
わ
か
ら
な
い
」
は
男
子

24
・
３
％
、
女
子
43
・
２
％
で
、
女
子
が

18
・
９
％
も
高
く
、
女
子
の
４
割
強
が
態

度
を
決
め
ら
れ
な
い
で
い
る
。

Ｅ
．「
東
シ
ナ
海
の
ガ
ス
田
開
発
」

　

「
中
国
は
横
暴
」
は
55
・
３
％
、
女
子

36
・
４
％
で
、
男
子
が
18
・
９
ポ
イ
ン
ト
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も
高
い
。
逆
に
「
わ
か
ら
な
い
」
は
男
子

32
・
７
％
、
女
子
54
％
で
、
女
子
が
21
・

３
ポ
イ
ン
ト
も
高
く
、
女
子
の
半
数
以
上

が
態
度
を
決
め
ら
れ
な
い
で
い
る
。

Ｆ
．「
尖
閣
諸
島
の
領
有
権
」

　

「
日
本
の
領
土
」
は
男
子
34
・
１
％
、

女
子
20
・
２
％
で
、
男
子
が
13
・
９
ポ
イ

ン
ト
高
い
。「
日
中
共
同
開
発
で
問
題
を

解
決
」は
男
子
40
・
２
％
、女
子
48
・
８
％
で
、

女
子
が
８
・
６
ポ
イ
ン
ト
高
い
。「
わ
か

ら
な
い
」
は
男
子
18
・
９
％
、
女
子
25
・

８
％
で
、
女
子
が
６
・
９
ポ
イ
ン
ト
高
い
。

Ｇ
．「
沖
の
鳥
島
」

　

「
中
国
の
主
張
は
不
当
」
は
男
子
58
・

７
％
、
女
子
52
・
９
％
で
、
男
子
が
５
・

８
ポ
イ
ン
ト
高
い
。「
わ
か
ら
な
い
」
は 

男
子
21
・
８
％
、
女
子
32
・
０
％
で
、
女

子
が
10
・
２
ポ
イ
ン
ト
高
い
。 

Ｈ
．「
台
湾
の
帰
属
」

　

「
台
湾
は
中
国
の
も
の
」
は
男
子

６
・
３
％
、
女
子
６
・
７
％
で
男
女
ほ

ぼ
同
じ
で
あ
り
、「
台
湾
は
独
立
す
る
権

利
が
あ
る
」
も
男
子
73
・
５
％
、
女
子

75
・
２
％
と
、
男
女
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て

い
る
。                                              

Ｉ
．「
反
日
運
動
」

　

「
腹
が
立
っ
た
」
は 

男
子
55
・
３
％
、

女
子
49
・
５
％
で
、
男
子
が
５
・
８
ポ
イ

ン
ト
高
い
。「
中
国
人
の
気
持
ち
は
理
解

で
き
る
」
は
男
子
12
・
７
％
、
女
子
17
・

２
％
で
、
女
子
が
４
・
５
％
高
い
。「
と

く
に
な
に
も
感
じ
な
い
」は
男
子
16
・
６
％
、

女
子
13
・
３
％
で
、
男
子
が
３
・
３
ポ
イ

ン
ト
高
く
、「
そ
の
他
」
は
男
子
14
・
５
％
、

女
子
19
％
で
、
女
子
が
４
・
５
ポ
イ
ン
ト

高
い
。

Ｊ
．「
補
償
要
求
」

　

「
補
償
す
べ
き
」
は
男
子
38
・
１
％
、

女
子
44
・
１
％
で
、
女
子
が
６
ポ
イ
ン

ト
高
い
。
逆
に
「
補
償
に
反
対
」
は
男
子

27
・
８
％
％
、
女
子
18
・
２
％
で
、
男
子

が
９
・
６
ポ
イ
ン
ト
高
い
。「
わ
か
ら
な
い
」

は
男
子
23
・
１
％
、
女
子
27
・
３
％  
で
、

や
は
り
女
子
が
４
・
２
ポ
イ
ン
ト
高
い
。

Ｋ
．「
竹
島
の
領
有
権
」

　

「
日
本
の
領
土
」
は
男
子
29
・
７
％
、

女
子
21
・
１
％
で
、
男
子
が
８
・
６
ポ
イ

ン
ト
高
い
。「
国
際
裁
判
で
決
着
」
は
男

子
52
・
１
％
、
女
子
56
・
４
％
で
、
女
子

が
４
・
３
ポ
イ
ン
ト
高
い
。

以
上
に
見
た
よ
う
に
、
日
中
・
日
韓
関
係

に
つ
い
て
、
全
般
に
男
子
が
女
子
よ
り
も

強
く
反
応
し
て
お
り
、
女
子
に
判
断
保
留

が
目
立
つ
。

３
．
ア
ン
ケ
ー
ト
に
対
す
る
意
見
に
つ

　
　

い
て

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
対
し
て
、
ご
く

一
部
の
学
生
で
あ
っ
た
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト

の
項
目
の
な
か
に
「
腹
が
立
つ
」
な
ど
感

情
に
関
わ
る
項
目
が
あ
る
こ
と
に
対
し
て
、

「
不
適
切
」
と
か
、「
偏
向
し
て
い
る
」

な
ど
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
が
、
感
情

分
布
も
意
識
分
布
の
う
ち
の
重
要
項
目
で

あ
り
、
今
回
の
調
査
対
象
の
ひ
と
つ
は
感

情
の
分
布
を
客
観
的
に
把
握
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
。

４
．
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
意
義

　

学
生
は
、
通
常
、
系
統
的
に
中
国
、
韓

国
に
関
心
を
抱
き
専
門
的
に
中
国
、
韓
国

を
研
究
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

そ
の
点
で
は
中
国
、
韓
国
の
直
接
的
影
響

を
強
く
受
け
て
い
な
い
と
い
う
面
も
あ
り
、

ま
た
中
央
大
学
学
生
が
特
別
な
集
団
と
も

考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
は
、
同
時
に
と
っ
た
中
央
大
学
専
任

教
員
や
日
本
全
国
の
中
国
研
究
者
よ
り
も

一
般
国
民
の
若
年
層
、
さ
ら
に
は
国
民
全

体
の
意
識
分
布
に
よ
り
近
い
と
み
ら
れ
る
。


